
会 場日 時

参加費

申込方法

2025年８月 10 日（日）

10:30 ～17:00（10:00 受付開始）

株式会社セブン＆アイホールディングス伊藤研修センター

（神奈川県横浜市港北区新横浜2-19-1）

開会挨拶・主旨説明 大豆生田啓友

実践提案＆シンポジウム➁

学校が子どもにとって幸せな学びの場になるとき

～横浜市立東本郷小学校の実践から学ぶこと～

★分科会Ａ

実践提案＆シンポジウム①

「こどもまんなか」の園と学校から
幸せな「まち」をつくる！

● JR新横浜駅 北口より 徒歩約11分

● 横浜市営地下鉄 新横浜駅出入口4より徒歩約10分
※駐車・駐輪スペースはありません。公共交通機関を
ご利用ください。

※昼食時に飲食スペースの利用が可能です（販売はありません）

会 員 ￥3,000
会員外 ￥4,500
学 生 ￥1,500

会場・オンライン
ともに

https://kodomotohoiku2025summer-online.peatix.com

※申込サイトでお申込みできない場合は、
メールでご連絡ください。

※ご入金後キャンセルの場合は返金できません。

申込開始 7月1日（火）10：00
申込締切 8月6日（水）13：00

プログラム

休 憩・オンライン配信終了

10:30

13:30

15:00
～

15:20

16:50
～

会場で参加される方

オンラインで参加される方

https://kodomotohoiku2025summer.peatix.com

お昼休憩

10:45

12:15
～

岩田 恵子（玉川大学）

（玉川大学）

共に暮らす保育を共に考える

話題提供 宮内 みつぎ・高見 智美
（おれんじハウス鶴見保育園）

田中 るい（鳩の森愛の詩瀬谷保育園）

コーディネーター

パネリスト木元 健太郎（幸ヶ谷幼稚園）

西井 宏之（白梅学園大学附属白梅幼稚園）

子どもと保育総合研究所主催

子 ど も と 保 育
実 践 研 究 会
２ ０ ２ 5 年 度 夏季全国大会

★分科会Ｂ
多様な出会いとつながりが生まれるかかわりの世界

～子どもの「声」が聴こえてくるとき～

話題提供 佐々木麻美（お茶の水女子大学附属幼稚園）

実践提案 井内 聖（北海道安平町教育長）

大豆生田啓友（玉川大学）コーディネーター

相馬 靖明（フリーランス）

佐伯 絵美（合同会社子どもベース）

パネリスト

実践提案 堂腰 康博（東本郷小学校校長）

中津川明子（東本郷小学校 教諭）

松山 洋平（和泉短期大学）コーディネーター

佐伯 胖（東京大学・青山学院大学名誉教授）

渡邉 英則

寳來 生志子（東海大学）

パネリスト

定 員

会場・オンライン

各150名
(先着順)

※オンラインはZoom
による配信です。
分科会のオンライン
配信はありません。

パネリスト 澤井陽平（新大船幼稚園）

瀬川千津子（文京区立お茶の水女子大学こども園）

髙嶋景子（聖心女子大学）コーディネーター

★分科会Ｃ

どの子にも・どの親にもうれしい保育の場を考える

～２歳児保育を導入して生まれてきたこと～

話題提供 岩崎濯・奥田卓也（上白根幼稚園）

パネリスト 亀ヶ谷元譲（宮前おひさまこども園）

木戸啓絵（東海大学）

吉野 孝洋（すぎの森幼稚園）

三谷 大紀（関東学院大学）

コーディネーター

※分科会のオンライン配信はありません。

（港北幼稚園・認定こども園ゆうゆうのもり幼保園）

16:50~17:00 子どもと保育実践研究会総会

お問合せ 子どもと保育総合研究所事務局
Email：edu@kir.jp TEL&FAX：045-534-0530



要 旨

実践提案①

「こどもまんなか」の園と学校から

幸せな「まち」をつくる！

実践提案 井内 聖（北海道安平町教育長）

実践提案②

学校が子どもにとって幸せな学びの場になるとき

～横浜市立東本郷小学校の実践から学ぶこと～

実践提案 堂腰 康博（東本郷小学校校長）

中津川 明子（東本郷小学校教諭）

分科会B

多様な出会いとつながりが生まれる

かかわりの世界

～子どもの「声」が聴こえてくるとき～

話題提供 佐々木 麻美（お茶の水女子大学附属幼稚園）

いま、私たちの想定を超えるような出生率の減少が続き、

園のみならず地域の持続可能性の危機の声があちこちから

あがっています。そうした中で、こども家庭庁は「こども

まんなか社会」を大きなスローガンとして掲げています

「こどもまんなか」社会を作ることと「まちづくり」は

どのようにつながるのでしょうか。いま、いくつかの自治

体で、園や学校の変革を通して「まち」が変わり始めてい

るという動きが起きています。今回はその中でも先駆的な

取り組みを行ってきた北海道の安平町での取り組みを通し

て、いま、保育の場で私たちができることは何かを考えて

みたいと思います。

保育の場において、子どもたちは多様な人やモノやコト

と出会い、かかわりや遊びを「共に」する楽しさや嬉しさ

を味わったり、時には、思うようにならない自分自身や自

分と異なる他者の思いや考えとのすれ違いやぶつかり合い

に悔しさや悲しさを味わったりしながらも、それぞれのか

かわりの世界を広げていこうとしています。そんな日々の

なかで、子どもたちが、様々な揺れや葛藤を抱えながらも、

新しい自分や友達と出会い、つながりが生まれてくる過程

は、実は、保育者自身が、その子に出会い直している（そ

の子の「声」が聴こえてくる）過程とも重なっているよう

です。

本分科会では、佐々木麻美先生のクラスの4歳児の子ど

もたちの事例を語っていただきながら、それぞれの子ども

たちが「なってよかった自分」に出会っていく過程で起

こっていることや、その出会いを支えていくうえで大切に

したいことを皆さんとともに考えてみたいと思います。

「学校のなかに『こどもまんなか社会』がある⁉」。東

本郷小学校を見学させていただい時の印象です。学内で一

番年下の１年生が上級生や教職員から大切にされているか

らこその１年生の授業実践があるようにも感じられました

（内容の詳細は当日に）。しかも、そうした体制や風土は、

「幼保小の架け橋プログラム」をきっかけに子ども主体の

保育の考えを学んだことによって生まれてきたものだった

ようです。いま、小学校は大きく変わってきています。そ

の実践の変革は、保育と結びついており、そこから保育に

携わる私たちこそが学ぶことも沢山あります。東本郷小学

校の実践を通して、これからの保育が目指す方向性、小学

校との新たな連携のあり方などについて考えてみたいと思

います。

分科会A

共に暮らす保育を共に考える

話題提供 宮内 みつぎ・高見智美

（おれんじハウス鶴見保育園）

田中 るい（鳩の森愛の詩瀬谷保育園）

おれんじハウス鶴見保育園は、昨年度の横浜市の往還型

研修の一環となる公開保育に参加しました。この公開保育

に向けてのプロセスで、田中るい先生はYサポとして、岩

田はコーディネーターとしてお邪魔し、共に保育を考える

時間を過ごしました。

今回、とても印象的だったのは、赤ちゃんも医療的ケア

が必要なお子さんも、保育者も、安心し心地よく過ごして

いることが感じられたことでした。子どもそれぞれのペー

スが守られることと、一緒に過ごすことの楽しさ両方があ

る、生活そのものの中に、新しいことに出会い学ぶ機会が

ある実践をまずはお話しいただきます。また、その実践を

共に考えた時間をお話しいただくことで、共に暮らす保育

を、共に考えることで見えてくることを語り合う時間にし

たいと思います。

分科会C

どの子にも・どの親にもうれしい保育の場を考える～２歳児保育を導入して生まれてきたこと～

話題提供 岩崎濯・奥田卓也（上白根幼稚園）

上白根幼稚園は、10年ほど前から保育の見直しを進めています。在園児の保育だけでなく、未園児保育のあり方や地域

の親子への保育の開き方を見直し、新たな2歳児保育が昨年度から始まりました。その過程には、子どもや子育て当事者

の姿をベースに試行錯誤しながら保育を創っていく様子を垣間見ることができます。

岩崎副園長は、「居たいなら、保護者がいつでも園に居られる園があっていいと思うし、子どもや保護者だけでなく、

職員の声を聴きながら、試せることは試しながらやってみる」と言います。奥田先生は言います。「地域で行き場を失っ

た親子が園に通ってくるなかで、わが子のよさを見出し、わが子の姿を喜ぶ保護者の姿を見るのが嬉しいし、いろいろと

手伝ってくれる」と。そうした言葉からは、園という場が、子どもが育つ環境のあり方を地域の子育て当事者をも巻き込

んで考える場になっているようにも見受けられます。

当日は、具体的な実践事例をもとに、地域に園を開き、多様な親子が園に集うことの意味や、異年齢の子どもがともに

園のなかで過ごすことの意味などについて、皆さんとともに考えてみたいと思います。

子どもと保育総合研究所主催 2025年度夏季全国大会

お問合せ 子どもと保育総合研究所事務局 Email：edu@kir.jp TEL&FAX：045-534-0530


